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初冬の日本海斜面における降水形態の地域性

上野能明・佐藤典人・山本玲子

日本の晩秋から初冬にかけて一時的な冬型の気圧配置になった際に，日本海側では降水が発現しやすい

これは「時雨」と呼称され気温の低い北海道などでは降雪になる可能性も高い．この初冬の日本海斜面で

の降水形態の時・空間的な分布の相違に注目して解析を試みたその結果，季節の進行に伴って北から順

次降雷現象の南下が認められるけれども， 11月末頃までは北海道から東北北部にかけて降雷になりやすい

よって初冬の降雪から降雨への遷移地域は，秋田～新渇間にほぽ対応し，降雪率の縦断変化においてもこの

区域が急変点となっている また，降雨か降雪かの目安は，地上気温で＋ 3.0℃，上空の850hPa面気温で

-6.0℃と見倣せ，総じてこの閾値は地上気温との対応がよい．

キーワード：初冬．時雨降水形態，日本海斜面

Key words : early winter. Shigure, variety of precipitation, Japan Sea side region 

I はじめに がある（鈴木： 1961)

ところで日本列島の冬の降水現象に関する気

南北に狭長な日本列島では緯度的な差が大きい 候学的な研究は，これまでも様々な角度から扱わ

ため，気温を典型とする南と北の気候的な違いが

顕著である基本的にはこの緯度という気候因子

に関わって日本海斜面域において南北の天気現

象に相違が現出する例えば，晩秋から初冬にか

けて日本列島付近を気圧の谷が通過した後，一時

的に西高東低の冬型気圧配置となり， 日本海斜面

で降水が生じやすい． この時その降水が降雨に

なるか，それとも降雷となるかは，その時々の大

気の状況によって異なることは想像に難くない

しかし，総じて北方ほど降酋の，南方ほど降雨の

形態を呈しやすい傾向にあることも予測できる

ただし．当該季節の進行に伴って， 日本海斜面域

におけるこの降雨と降雪の狭間が，時間・空間的

に如何に推移するかは，気候学的見地から大いに

関心を抱く点でもある本研究の目的はこの点に

あり，いわゆる，「時雨」 1)の降水形態の地域差

に焦点を当てることにその狙いがある

当然のことながら， 日本の厳冬期になれば，こ

の日本海側の地域は押し並べて降雪現象に支配さ

れやすく，上述のような降水形態の地域差は消失

する可能性が高いそれでもなお，冬型気圧配協

のもとで地形的に朝鮮半島の冬の雨陰域に相当し

がちな九州北部のみ，例外的に降雪を見ない場合

れてきている例えば，列島の骨格である脊梁

山地の地形起伏を考慮に入れて冬季の天気界（高

橋 ：1961）や天候分布（河村 ：1964)を論じた内容

あるいは，冬型降水分布の地域性に着眼した報告

（脇坂 ：1986)，さらには冬季の低気圧通過に伴う

降水分布に焦点を当てた研究（田坂： 1980)，雲写

真を活用して日本海沿岸の多雪の背景を吟味した

報文（内田： 1979, 1982)，暖冬年と寒冬年の降水

からの比較（梅本： 1991)，さらにまた，視点のス

ケールをメソに変えて，降水分布（河村 ：1961).

降雪分布（黒坂： 1978)，天気界（設楽： 1958)，豪

雪域への追究（脇坂： 1986)，冬季降水鼠の経年変

化（高橋 ：2000)，都市気温と降雪との対応（境田．

1980)などの把握に努めた多くの研究は， その一

例として列挙できる

それでも，いわゆる「時雨」と呼称される北西季

節風下の断続的な不安定性の降水に関しては，こ

の現象の発現の有無や降水時間などに着目した内

容に留まっており 対流圏下層大気の状況や海面

水温との関与を伺わせているその点では冬型降

水に対する観点と同類といえる．

しかしながら，本研究の目的に据えた「時雨」に

伴う降水形態の空間的な相違とその地域性に照射
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した気候学的視座からの研究は見当たらないそ

うとは申せ，このような観点から展望した際，設

楽(1980)の日本海斜面における複数の気候型を指

摘した報文は興味を喚起するに値する． また，中

江(1992)の冬型降水に及ぼす海面水温の影響に焦

点を当てた研究に拠れば水温の高い晩秋に上層

気温の低い初春よりも多降水になりやすいと指摘

しているそれゆえこの背景として，晩秋に海水

からの顕熱や水蒸気の補給が期待され，結果とし

て，気団変質が大きく，単純に海気温差が降水醤

の多謀の目安に置換できないものの，海面水温の

相違の重要性に言及している内容も見逃せない

そこで本稿では，晩秋から初冬にかけて，一時

的に冬型気圧配置になった際に生ずる「時雨」に関

して，降雨みぞれ • あられ，降雪に象徴される

その降水形態に焙目し，その発現の地域差と時 ・

空間的な推移について若干の考察を試みた．

II 資料と方法

1. 対象地域

対象とした日本海斜面地域は北海道から九州に

至る間であるそこに位置する気象観測地点のう

ち，地点間隔を念頭に入れて，北から順に稚内

羽幌留萌，寿都，江差，深浦，秋田酒田，新潟

高田富山．金沢敦賀 （舞鶴），鳥取米子， （松

江），浜田，萩下関福岡の各地点を選出した

なおこの対象地域にある高層気象観測地点は，

北から稚内札幌秋田輪島米子，福岡である

2 対象期間と使用資料

本稿で解析対象とした期間は1991~2005年の15

年間でありその間の初冬に該当すると想定され

る11~12月の2ヶ月間であるただし，水温デー

タなど他の資料に欠測値の多い年次は除外した．

これに当該する年次は2001年と2004年である

また一部降雪率などの平年的な算出には1971

~2000年の値を採用しているまだ使用可能な

沿岸水温のデータ は，上記期間すべて揃っている

とは限らなかったので，使用データの年次的な統

ーを図って整理した．

なお．本稿で用いた主な資料は下記のとおりで

ある

気象庁 ・地上天気図高層天気圏

気象庁月報

海況旬報海況月報

Aerological Data of Japan 

3. 解析内容

まず解析対象期間の9時， 15時． 21時の地上天

気図をもとに，冬型の気圧配囮日を抽出した当

然のことながら，年次によ って冬型気圧配罹の出

現日数に多少が生ずる互

上記作業の識別で選出された日の降水形態， と

りわけ降雨か降雪かを中心に特定し，距離・時間

の軸で降水形態の相違に着眼したまた，併せて

気温値も整理したただしこの値はAMeDAS

の時別データをもとに 6~18時の値を平均して，

便宜的に日々の気温値とした．

海面水温データに関しては基本的に日別値を

用いた年次によって若干異なるが， 日別海面水

温分布固をもとに，先に抽出した気象観測地点近

傍の沿岸水温を比例配分で算出して読み取った

また， これに定箇水温データ3)を適宜，加味して

補足した

さらに高陪気象観測値は，前述した観測点の主

に9時における500hPa面と850hPa面の気温値に

注目した．

III 結果と考察

1.初冬の日本海側の降水形態

まず，初冬の冬型気圧配骰の際に日本海斜面の

各地点でどのような降水形態を呈するのか吟味し

てみた．先に選出された冬型の気圧配協日個々に

6時～18時までの天気概況を用いて降水が発現

している場合にはその降水形態を降雨，降雪．

みぞれ • あられに分類4) した

第 1図に一例として．初冬の2ヶ月問で冬型気

圧配置の出現日数がもっとも多かった2005年を対

象に．降水形態の差異を時・空間的に描画した

図から理解できるように．季節の進行に伴って北
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から順次，山陰地方へと降雪現象の南下が生じて

いる．当然ながら総じて，降雨と降雷の発現して

いる間に介在する形で「みぞれ • あられ」の地域が

出現している図示したように，これに地上気温
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致する

もちろん，初冬における降水形態は年々の寒気
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第3図 上／地上気温および850hPa面気温と降水形態の相違(2005年の事例）
下／地上気温および沿岸水温と降水形態の相違(2005年の事例）
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の南下に大きく支配されるけれども，11月末まで

は稚内から秋田の間で，降雪が見られる傾向にあ

り， 他の年次においてもほぼこれと符合する翌

また， 2005年に次いで冬型気圧配置の出現日

数が多かった2002年(19日）の例を第 2図に提示

しこれに850hPa面の気温を併記したやはり

上で指摘した内容がほぽ整合するただし，上空

1500mの気温では， ー6.0℃の値が概ね降雪の発

現域と対応しているこれは冬季に南岸低気圧の

北東進に伴って太平洋側で降水が発現する際に，

降雨か降雪かの判断目安をして指摘される気温と

も大きく矛盾しない6).

このような初冬の降水形態における地域的な差

異を示す図を全期間で対照すると，総じて11月末

頃までは東北北部の深浦，秋田，酒田周辺で降雨

と降雷の境界が現れがちである．この結果は，対

流圏上層におけるこの時期の偏西風蛇行に伴うト

ラフ位置とそれに沿って進出する一定温度以下の

寒気の南限を物語るものといえる

そこで地上気温，対流圏下層の気温，および沿

岸水温を加味して，降水形態の相違に検討を加え

たその結果の一部(2005年）を第3図に示した．

まず，地上気温と上空850hPa面大気の気温と

の相関図に注目すると，相互に正比例することは

当然ながら，先に指摘した地上気温＋3.0℃と上

空1500mの気温ー6.0℃は，降雨と降雪を境する，

言わば閾値として妥当な値と 言える．敢えて付

言すれば地上気温＋3.0℃の重みが高い 一方，

沿岸水温と地上気温の座標上に降水形態をプロッ

トすると，沿岸水温の分散が顕著で，同じ降雪現

象の発現ながら，同一の地上気温に対する振幅が

100% 

,＂‘ 8”‘ 併 7ぽ
6"‘ 麟 50%

4"‘ 盤 謳
20̀  

1”‘ 
"‘ 

第4図
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地点

初冬の冬型気圧配骰日における降雪率の縦断

分布(1971~2000年）

大きいこの点からも海水温の高低に規定され

る水蒸気や顕熱の大気への供給の多寡は別にし

て，沿岸水温に比べて地上気温の降水形態の相違

に寄与する閾値が判然としている．

2 平年値に基づ く考察

1971-2000年の期間を対象にして平年的視点か

ら．初冬の日本海斜面における降水形態の差異に

ついて検討を加えてみた．

日本海側の観測点に関しては上で扱った地点と

多少の違いはあるけれど，事象の追求には支障が

ない第4図に冬型気圧配置のみを抽出して地点

別の降雪率”を示したこの図から初冬における

降雪率の距離的な推移は，稚内～深浦間と高田～

福岡間で緩やかであり大きく変化していない し

かし，深浦～高田間ではその前後と比べて急激

な低下を見せるゆえに深浦～高田間が降水形態

の相違つまり降雨と降雪の境界に位置する確率

の高い区域であることを教示しているなお気

圧配附型を冬型に限定せず，初冬の全降水日数

に対する降雪日数の比率を同様に図示した（第5

図）．図から降雪率の勾配の急変点は，新潟～高

田～窟山付近に相当している第4図と比較する

と，降雪率に見る急変点は明確である半面，稚内

～深浦間の緩やかな推移が消失しているこれは

（％ ） 
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初冬の全降水日数に対する降雪率の縦断分布
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30年間26地点による旬別降雪率
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第6図 旬別にみた初冬の全降水日数に対する降雪率の縦断分布(1971-2000年）
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第7図 初冬の冬型気圧配箇日における降雨・降雪の境界出現頻度の縦断分布(1991-2000年）
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初冬の日本海斜面における降水形態の地域性

第5図に降水を招来する冬型以外の気圧配置も交

えているために，降雪率の重みの実態がやや不鮮

明になったと理解される

この降雪率の地点間の変化を旬別（平年値）に追

跡したのが第6図である 11月中旬までは新渇～

富山間を起点として稚内まで一定の勾配で上昇し

ているその後季節の進行に伴って全域的に降

雪率が高まるのは当然としてこの新湯～富山間

を降雪率の傾斜の変換点とする姿は共通して認め

られる．この降雪率の勾配変換点，つまり不連続

域は，設楽(1980)が言及している日本海側の冬季

の月平均気温における傾斜の変換域（酒田～新渇）

とほぽ調和することは極めて興味深い．

解析期間が1991~2000年と短いが， この期間の

初冬に冬型気圧配置のもとで発現した降水形態の

不連続つまり降雨と降雪の境界が現れた頻度を

図化 したのが第7図であるこの図から境界の現

れる極大は，深浦～秋田秋田～酒田，新潟～高

田 金沢～敦賀などに認められる第 1,2図の

内容や初冬の 2ヶ月間を考慮すると，深浦～秋田

～酒田の極大は正に初冬前半の降水形態の地域差

を反映していると理解できる．これに対して新

潟～高田と金沢～敦賀の極大は，季節の推移につ

れて降水形態の境界が南西方ヘシフ トしている現

れと言える しかし同時にこれは，厳寒期の冬型

気圧配置の際に，朝鮮半島北西部のケマ高原を頂

点とする扇形の雲分布パターンが日本海上空に現

れ，その両サイドを縁取る帯状雲と筋状雲の境の

一方が高田付近に，他方が敦賀 ・若狭湾周辺に到

達しその間の北陸地方で多雪となる事実（内田：

1979, 1982)を想起すれば，新渇～高田と金沢～

敦賀の極大の現れは極めて示唆に富む姿かと指摘

できる

IV おわりに

初冬における冬型の気圧配置のもとで日本海

斜面域で生ずる可能性の高い降水形態の相違が，

時 ・空間的にどのように推移するかに着眼して若

干の解析を試みた．その結果次のような諸点が

得られた．

1) 11月末頃までは稚内から東北北部にかけて降

雪になりやすい半面，新渇以西では降雨となりや

すく，その間に「みぞれ • あられ」の地域が介在す

る傾向にある．

2)地上気温で＋3.0℃以下， 850hPa面の気温で

-6.0℃以下が降雪の形態をなす一つの目安と言

え，間々，指摘される冬の太平洋側での降雪発現

のそれとほぼ近似している．しかし，沿岸水温と

の対応では分散が大きく一定の傾向を示していな

vヽ

3)平年的な視座から，初冬の降雨 ・降雪域の境

界を捉えるとその境界の出現頻度や冬型の気圧

配置日数に占める降雪発現率などで，ほぼ秋田～

新渇間がその急変点と言えるこれは月平均気温

の縦断分布とその季節推移をもとに気温勾配の変

換点を明示した設楽(1980)の内容と整合する

4)降雨か降雪かの相違は，基本的に上空寒気の

南下に左右されるので今後は上層の偏西風の蛇

行に絡む トラフの形成を踏まえて上層大気への解

析を固りたい

注記

l)気候学 ・気象学辞典（吉野ほか． 1985)に拠れば

「晩秋から初冬にかけて，晴れたかと思うと砿ったり．

袖っていたかと思うとまた晴れるという空模様の折，

断続して降る降雨をいう．北西季節風の下． 日本海

の海域で発生した対流雲が次々に日本海沿岸に達す

る際に生ずる． （中略）時雨が低温の時に変わる雪や

風花を「雪時雨Jと呼ぶ地方がある」と記されている
また，今(1988)は「時雨の気象学的な定義は明確でな

いけれども，便利な現象なので，地方によってはよ

く使用されている」と述べている

2) 2ヶ月間で出現日数の最多年は． 2005年の計20日

間最少年1993年と1997年の計8日間であった

3)主として日本海洋データセンターが公表した資料

であり元来，これは北海道立地質研究所が集約し

ていた測定値であるよって気象庁の水温データ

とは必ずしも同ーではない

4) この分類に際しては，降雨現象の発現中に降雪も

確認されれば「降雪」にみぞれ， もしくはあられが

確認されれば「みぞれ • あられ」に．降雨のみで終始

すれば「降雨」にという形で，便宜的に処理した

5)直近の2007年初冬においても，例えば木枯らしの

吹いた11月18-19日にかけての冬型の気圧配骰時に
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は，旭川や青森でにわか雪， 秋田でみぞれ，山形，

新潟，富山，鳥取でにわか雨となっている（朝日新聞

に拠る）

6)太平洋側で雪になる条件として地上気温が＋2～

+ 3℃以下．1500m高度の気温が一 4~-5℃以下．

3000m上空の気温がー10~-ll℃以下と考え られて

いる．また，冬季の寒気の指標として，輪島の上空

5500mで一27℃以下ならば降雪とな りこの値が一

35℃以下ならば多雪の可能性がかなり高いとされ

ている（日本放送協会： 1986)

7) この値は［（降雪日数／全降水発現日数） X100]で算

出した
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